
沿革
1918年	 松下幸之助により大阪市福島区大開町に「松下電気器具製作所」を設

立創業。
	 配線器具の生産・販売を開始。
1935年	 松下電器産業株式会社」として分社。
	 配線器具、合成樹脂、電線管を生産・販売。
1945年　「松下電工株式会社」に改称。
2004年	 松下電器産業株式会社が松下電工を子会社化。
2008年　「パナソニック電工株式会社」に改称。
	 ブランドを「Panasonic」に統一。
2012年	 電気設備事業、住設建材事業を担当する社内カンパニー「エコソリュー

ションズ社」設立。
2019年　「ライフソリューションズ社」に社名変更。
2021年	 パナソニック株式会社くらし事業本部で電気設備事業を担当する分社

として「エレクトリックワークス社」設立。
2022年	 パナソニックグループが事業会社制へ移行。　くらし事業本部がパナ

ソニック　ホールディングス株式会社の事業会社「パナソニック株式会
社」の商号を承継し、エレクトリックワークス社はその分社となる。

　今や、企業の共通言語となりつつあるＳＤＧｓ。とりわけ、電設資材メーカーとの親和性は高く、2030年までに達成するこ
とを目指すSＤＧｓ17目標のうち「07：エネルギーをみんなにそしてクリーンに」「08：働きがいも経済成長も」「09：産業と技
術革新の基盤をつくる」「11：住み続けられるまちづくりを」「12：つくる責任	つかう責任」「13：気候変動に具体的な対策を」
などは、電設資材メーカーの企業活動そのものとも言えます。
　そこで、全日電材連賛助会員の電設資材メーカー各社を順番に訪問し、その先進的な取り組みをご紹介します。

持 続 可 能 な 未 来 へ の 道

パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社Vol.13

の取組みメーカー各社

本 社 所 在 地

設 立
社 長
Ｈ Ｐ

：
：
：
：
：

大阪府門真市大字門真 1048番地
東京都港区東新橋一丁目5番 1号
2021年 10月1日（令和３年）	
大瀧	清
https://panasonic.co.jp/ew/

パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社概要
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第
13
回
の
訪
問
メ
ー
カ
ー
様
は
、パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
の
電
気
設
備
事
業
部

門
で
あ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス
社
で
す
。同
社
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
お
け
る
マ
ザ
ー
工
場・

新
潟
工
場
は
、日
本
を
代
表
す
る
も
の
づ

く
り
の
街「
燕
三
条
」に
位
置
し
ま
す
。

　
新
潟
工
場
は
1
9
7
3
年
に
設
立
し
、

50
年
を
超
え
る
歴
史
を
誇
り
ま
す
が
、近

年
は
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、業
界
を
リ
ー
ド
す
る
省
エ

ネ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
最
新
鋭
の
工

場
で
も
あ
り
ま
す
。　

　
同
工
場
の一角
で
、井
岡
隼
人	

生
産
技

術
部
部
長
、阿
部
益
巳	
企
画
推
進
課
主

幹
、大
森
俊
伸	

商
品
開
発
部
施
設
シ
ス

テ
ム
商
品
技
術
課
主
任
技
師
の
３
名
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

（
文
中
で
の
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

クローズド・ループの
サーキュラーエコノミー
早期の社会実装目指す

大森俊伸大森俊伸
商品開発部施設システム商品技術課商品開発部施設システム商品技術課
主任技師主任技師

阿部益巳阿部益巳
企画推進課主幹企画推進課主幹

井岡隼人井岡隼人
生産技術部部長生産技術部部長
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■
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

ワ
ー
ク
ス
社
の
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
取
組
み

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
目
標
が
あ
れ

ば
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う

か
。

阿
部　
パ
ナ
ソニック
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し

て
、持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
た
長
期

環
境
ビ
ジ
ョ
ン「
P
a
n
a
s
o
n
i
c 

G
R
E
E
N 

I
M
P
A
C
T
」を

掲
げ
、2
0
5
0
年
に
約
3
億
ト
ン

の
C
O
2
排
出
量
削
減
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
　

3
つ
の
切
り
口
が
あ
り
、工
場
な

ど「
自
社
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
―
ン
に
お
け

る
排
出
削
減
イ
ン
パ
ク
ト
」で
1.1
億

ト
ン
、照
明
器
具
の
L
E
D
化
な
ど

「
既
存
事
業
に
よ
る
社
会
へ
の
排

出
削
減
イ
ン
パ
ク
ト
」で
1
億
ト
ン
、

純
水
素
型
燃
料
電
池
連
携
制
御
な

ど「
新
事
業
・
新
技
術
に
よ
る
社
会

への
削
減
イ
ン
パ
ク
ト
」で
1
億
ト
ン

の
削
減
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

編
集
部　
新
潟
工
場
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

井
岡　
こ
の
新
潟
工
場
で
は
、2
0
2
1

年
度
か
ら「
C
O
2
ゼ
ロ
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
ま
し
て
、

2
0
2
4
年
度
に
C
O
2
排
出
量
の

実
質
ゼ
ロ
化
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

「
P
a
n
a
s
o
n
i
c 

G
R
E
E
N 

I
M
P
A
C
T
」を
け
ん
引
す
る

存
在
が
新
潟
工
場
で
す
。

編
集
部　
ど
の
よ
う
な
方
法
で
C
O
2

ゼ
ロ
を
達
成
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

井
岡　
毎
年
20
～
30
件
の
C
O
2
削

減
テ
ー
マ
を
各
現
場
か
ら
提
案
し

て
も
ら
い
、そ
れ
を
月
次
で
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
く
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま

す
。

　
　

例
え
ば
、「
省
エ
ネ
」の
取
組
み
と

し
て
は
、高
効
率
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の

導
入
、物
流
エ
リ
ア
に
お
け
る
人
感

セ
ン
サ
や
調
光
・
調
色
、公
共
ス
ペ
ー

ス
に
お
け
る
明
る
さ
セ
ン
サ
や
調

光
・
調
色
な
ど
各
エ
リ
ア
に
お
け
る

※
タ
ス
ク
・
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
照
明
の
導

入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。な
お
、

公
共
ス
ペ
ー
ス
で
は
、心
の
豊
か
さ
と

エ
コ
を
両
立
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
実

証
空
間
と
し
て
も
お
客
様
に
ご
提

案
、快
適
性
を
維
持
し
な
が
ら
従

来
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
比
べ
て
約
30
％
の
省

エ
ネ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

他
に
、「
創
エ
ネ
」の
取
組
み
と
し

て
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
増
強
や

純
水
素
型
燃
料
電
池
の
導
入
な

ど
。

　
　
「
省
資
源
化
」の
取
組
み
と
し
て

は
、プ
レ
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
、廃
棄
樹
脂
や
ハ
ン
ダ
の
再

利
用
、鉄
の
再
生
活
用
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

※
タ
ス
ク
・
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
照
明
…
…
タ
ス
ク

（
視
対
象
物
）と
ア
ン
ビ
エ
ン
ト（
天
井
･
壁

･
床
な
ど
作
業
者
の
周
辺
）そ
れ
ぞ
れ
専
用
の

特
性
を
有
す
る
照
明
設
備
を
併
用
し
て
照
明

す
る
方
式
。作
業
形
態
の
多
様
化
や
時
間
的

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、タ
ス
ク
と
ア
ン
ビ

エ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
専
用
の
照
明
⼿
段
を
駆

使
し
て
作
業
に
適
し
た
空
間
を
つ
く
る
の
が
、

“
タ
ス
ク
・
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
照
明
〟
の
基
本
的

な
考
え
方
。

ク
ロ
ー
ズ
ド・ル
ー
プ
の

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

阿
部　
※
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

取
組
み
も
行
っ
て
い
ま
し
て
、一
部
の

お
客
様（
施
主
様
）と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
結
び
、お
客
様
が
使
わ
れ

た
照
明
器
具
の
資
源
循
環
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
って
い
ま
す
。

　
　

ま
ず
、性
能
を
重
視
す
る
店
舗
Ａ

の
照
明
器
具
更
新
時
に
、リ
ユ
ー
ス

可
否
を
見
極
め
、コ
ス
ト
を
重
視
す

る
店
舗
Ｂ
へ
リ
ユ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
が
不
可
能
な
照
明
器
具

は
回
収
し
、リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
再

資
源
化
で
当
社
製
品
の
原
材
料
と

し
て
利
用
し
、そ
の
製
品
を
お
客
様

に
供
給
す
る
と
い
う
流
れ
で
す
。こ
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ち
ら
は
ま
だ
実
証
段
階
で
す
の
で
、

早
期
の
社
会
実
装
に
向
け
て
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
注
力
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、施
主
様
と
繋
が
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ

で
あ
る
こ
と
が
、家
電
の
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
の
大
き
な
違
い

で
す
。

※
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
…
…
製
品
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
で
、材
料
資
源
の
最
も
効
率
的

な
利
用
を
目
指
す
経
済
シ
ス
テ
ム

編
集
部　
社
会
貢
献
の
取
組
み
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

井
岡　
海
岸
の
清
掃
活
動
や
市
内
の

ご
み
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、雪
が
多
い

時
期
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地
域

の
分
水
祭
り
へ
の
参
加
、近
隣
学
生

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
な
ど
を

行
って
い
ま
す
。

■
最
新
鋭
の
ス
マ
ー
ト
工
場

編
集
部　
新
潟
工
場
で
は
ス
マ
ー
ト

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
を
進
め
て
い
る
と

伺
い
ま
し
た
。

井
岡　
は
い
、製
造
の
自
動
化
、最
適

化
、安
定
し
た
品
質
、人
材
不
足
へ

の
対
応
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
工
場

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

生
産
面
で
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
、ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
先
進
技
術
を
採

用
。防
災
照
明
の
ラ
イ
ン
で
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
よ
る
製
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
仕
組
み
を
構
築
し
、品
質

と
生
産
性
を
向
上
。工
場
内
に
商

品
設
計
部
門
、生
産
技
術
部
門
、品

質
評
価
部
門
が
あ
り
、一
体
と
な
る

こ
と
で
、例
え
ば
i
D
シ
リ
ー
ズ
の

ラ
イ
ト
バ
ー
は
全
自
動
の
組
み
立
て

を
実
現
、1
台
当
た
り
3.5
秒
と
い

う
驚
異
的
な
生
産
ス
ピ
ー
ド
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、物
流
面
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
に

よ
る
省
人
化
・
自
動
化
を
進
め
、お

客
様
の
元
へ
適
時
お
届
け
し
て
い

ま
す
。誘
導
灯
や
非
常
用
照
明
器

具
な
ど
社
会
に
欠
か
せ
な
い
商
品

を
数
多
く
手
掛
け
て
い
る
か
ら
こ

そ
、安
定
供
給
に
は
徹
底
的
に
こ

だ
わ
って
い
ま
す
。さ
ら
に
、自
動
倉

庫
の
導
入
に
よ
り
、常
に
積
載
率

1
0
0
％
の
状
態
で
ト
ラ
ッ
ク
を
運

行
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
、結
果
と
し
て
年
間
2
5
9

台
分
の
ト
ラ
ッ
ク
を
減
ら
す
こ
と
に

繋
が
り
ま
し
た
。

阿
部　
た
だ
、高
度
に
自
動
化
し
た
モ

ノ
づ
く
り
も
実
は
人
づ
く
り
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。製
造
機
械
を
モ

ノ
づ
く
り
の
プ
ロ
と
し
て
改
善
し
た

り
、技
能
五
輪
で
技
を
磨
い
た
高
度

な
製
造
技
術
や
Ｑ
Ｃ
活
動
を
通
じ

た
品
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

井
岡　
当
社
な
ら
で
は
の
モ
ノ
づ
く
り

と
し
て
、か
ら
く
り
人
形
に
由
来

す
る「
か
ら
く
り
」を
ご
紹
介
し
ま

す
。こ
れ
は
、生
産
現
場
の
ち
ょっ
と

し
た
課
題
を
解
決
す
る
補
助
的

な
設
備
に
な
り
ま
し
て
、電
気
や
エ

ア
ー
な
ど
の
動
力
を
使
わ
ず
に
ば

ね
や
重
力
で
動
き
ま
す
か
ら
環
境

に
も
優
し
い
仕
組
み
で
す
。当
社
の

社
員
が
一か
ら
考
案
し
、工
場
の
随

所
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。5
～
6
年

前
か
ら
は
か
ら
く
り
研
修
や
全
社
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的
な
か
ら
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
も
実
施

し
て
お
り
、他
府
県
の
工
場
で
も
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
商
品
面
の
取
組
み

編
集
部　
商
品
面
の
取
組
み
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

大
森　
当
社
施
設
照
明
の
メ
イ
ン
商

材
で
あ
る「
i
D
シ
リ
ー
ズ
」
を

2
0
1
2
年
よ
り
展
開
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、節
電
ニ
ー
ズ
が
急
速
に

高
ま
る
な
か
、電
気
工
事
会
社
様
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね
、「
万
一の
不

点
で
も
交
換
で
き
る
安
心
さ
」「
お

客
様
の
多
様
な
ご
要
望
に
対
応
し

た
い
」と
い
う
ご
意
見
を
頂
い
た
こ

と
で
、器
具
本
体
と
ラ
イ
ト
バ
ー
に

よ
る
一
体
型
構
造
の「
i
D
シ
リ
ー

ズ
」開
発
に
繋
が
り
ま
し
た
。一
体

型
構
造
は
、生
産
性
が
高
い
だ
け
で

な
く
、施
工
性
、安
全
性
、デ
ザ
イ
ン

性
の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。

　
　

特
に
、省
施
工
に
は
こ
だ
わ
っ
て

お
り
、ラ
イ
ト
バ
ー
の
取
り
付
け
も
、

①
仮
吊
り
、②
電
源
コ
ネ
ク
タ
を
接

続
、③
バ
ネ
を
引
掛
け
、④
本
体
に

セ
ッ
ト
と
、少
な
い
手
順
で
取
り
付

け
が
可
能
で
す
。

　
　

近
年
は
、工
場
で
出
た
廃
材
の
再

生
樹
脂
化
や
軽
量
化
と
いっ
た
環
境

へ
の
配
慮
、ラ
ベ
ル
視
認
性
の
向
上

な
ど
細
か
い
部
分
の
改
善
を
絶
え

ず
続
け
な
が
ら
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
拡

充
を
図
っ
て
い
ま
す
。現
時
点
で
、

器
具
本
体
約
1
0
0
種
と
ラ
イ
ト

バ
ー
約
4
0
0
種
か
ら
な
る
組
合

せ
が
あ
り
、幅
広
い
市
場
へ
の
対
応

が
可
能
な
商
品
で
す
。

編
集
部　
S
D
Gｓ
商
品
を
拡
販
す

る
た
め
の
電
材
卸
会
社
様
への
要
望

は
。

大
森　
施
工
性
や
性
能
に
対
す
る
要

望
な
ど
ど
の
よ
う
な
ご
意
見
で
も

是
非
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。全
て
に
対
応
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、改
善
を
続
け
、

よ
り
良
い
商
品
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み

　
展
望
と
課
題

編
集
部　
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
み
に
つ
い

て
、展
望
と
課
題
が
あ
れ
ば
、お
聞

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

阿
部　
C
O
2
排
出
量
ゼ
ロ
化
に
つ
い

て
は
照
明
業
界
ト
ッ
プ
で
達
成
で

き
、照
明
器
具
の
環
境
特
化
モ
デ
ル

に
つ
い
て
も
、業
界
最
高
レ
ベ
ル
の
効

率
化
を
達
成
で
き
ま
し
た
。今
後

の
展
望
と
し
て
は
、お
客
様
が
使
用

し
た
後
の
資
源
循
環
型
モ
デ
ル
を

業
界
ト
ッ
プ
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
り
社
会
実
装
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

井
岡　
2
0
2
4
年
度
に
C
O
2
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
化
は
達
成
し
ま
し

た
が
、さ
ら
に
毎
年
1
％
ず
つ
の
省

エ
ネ
は
実
現
さ
せ
て
い
く
予
定
で

す
。最
終
的
に
は
オ
ー
ル
電
化
に
す

る
こ
と
に
よ
り
C
O
2
完
全
ゼ
ロ
化

と
R
E
1
0
0
の
達
成
を
目
指
し

ま
す
。

　
　

新
潟
工
場
は
こ
れ
か
ら
も
、お
客

様
と
共
に
環
境
貢
献
を
進
め
、信

頼
の
モ
ノ
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
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施工性 施工性も向上し、より使いやすく進化

NEW iD シリーズ

環境 環境負荷低減に配慮

ライトバー形状

ライトバーの本体収納高さを低くするこ
とで、ライトバーのセットがよりスムーズ
に行えます。

※一部商品を除く

2

旧 新エンド形状

ライトバーのエンド部分にくぼみを設
け、ライトバーと本体の着脱が行いや
すくなりました。

1

※一部商品を除く

ライトバー形状の見直しにより、指を入れ
るスペースを拡大し、バネの引き出しやす
さを向上しました。

バネ形状3

施工現場で最も知りたい明るさタイプ・
色温度表示が判別しやすくなるように、
表示方法を変更しました。

ラベル識別性向上4
新ラベル

旧ラベル 新ラベル

指が

と
入りやすくなりました

明るさタイプ・
色温度を

大きく表示変更

作業用グローブ越しでも

と
扱いやすい

旧 新

旧 新 ライトバーが

と
収まりやすくなりました

本体収納高さ

約6mm減少

旧 新

指を入れるスペース

約8mm拡大

※一部商品を除く

環境負荷低減に配慮、さらに施工性も向上し、より使いやすくモデルチェンジ

  

2

1

4

3

再生鉄化（電源カバー）

再生樹脂化（エンドカバー）

右記の循環スキームでカバー
廃材をリサイクルし、工場で生
産している商品の一部に再生
樹脂の活用をしています。

右記の循環スキームでスクラッ
プ鉄をリサイクルし、工場で生
産している商品の一部に再生
鉄の活用をしています。

RECYCLE

新潟工場

カバー廃材

材料メーカー

原材料
樹脂メーカー

RECYCLE

新潟工場

スクラップ類

材料メーカー

原材料
電炉メーカー
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会社
のお宝
ご紹介

非常用照明器具、
誘導灯の変遷

　「新潟工場で生産している照明器具の約 3
割が非常用照明器具と誘導灯です。それぞ
れ 1970 年代に生産開始、当初は電球や蛍
光灯を使用していたため非常に大きい器具で
スタートしました。そこから、主に光源の進化
で非常用照明器具は電球からハロゲン電球、
LEDへ、誘導灯は蛍光灯から冷陰極蛍光灯、
LEDへ。電池も小型化することで施工性が大
きく向上しました。また、光学設計の改良に
よる省エネも実現しています。」（井岡隼人生
産技術部部長）
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